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連結子会社における営業外収益の計上及び業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は令和７年12月期おいて、下記のとおり営業外収益を計上するとともに、令和７年２月

26日に公表しました令和７年12月期の連結通期業績予想と本日公表の実績値に差異が生じまし

たので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外収益の計上 

当社グループの財務体質強化及びキャッシュフロー向上の観点から、当社の連結子会社が契

約している倒産防止共済を解約し、営業外収益として受取保険金8,000千円を計上いたしまし

た。 

 

２． 令和 7年 12月期通期連結業績予想と実績の差異 

（令和 7 年 1 月 1 日～令和 7年 12月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想   （A） 

    百万円 

636 

百万円 

1 

百万円 

15 

百万円 

9 

  円 銭 

  3.03 

今回実績値     （B） 638 △39 △14 △7 △2.52 

増 減 額 （ B－A ） 1 △41 △29 △17  

増 減 率 （  ％  ） 0.3 ― ― ―  

（参考）前期連結実績 

（令和 6 年 12 月期） 
638 △15 0 △4 △１.68 

 

３． 差異の原因 

    営業利益、の減少要因は、主に子会社の社屋改装費や収益物件の修繕費が嵩んだためであります。経

常利益段階で上記の倒産防止共済解約など受取保険金計上、また、親会社株主に帰属する当期純利益

段階でも有価証券売却益を計上しましたが、カバーできませんでした。これらは一過性の費用と認識して

おりますので、来期は黒字転換を目指します。 

以上 


